
第９回 大阪市生きた建築ミュージアム推進有識者会議 会議要旨 

 

１．日時  平成 26 年８月 26日（13:00-15:00） 

２．場所  大阪市役所 P1 会議室 

３．出席者 

（ 委 員 ）橋爪座長、倉方委員、澤田委員、髙岡委員、吉田委員 

（ 関係者 ）生きた建築ミュージアム・大阪セレクション所有者 

（ 事 務 局 ）都市整備局 企画部長、企画部まちづくり事業企画担当課長 

４．議題 

第１部【非公開】 

１）選定・活用について 

２）その他 

第２部【公開】 

１）生きた建築ミュージアム・大阪セレクション（平成 26年度）の選定について 

２）その他 

５．議事要旨 

   第 1部  

 事務局より、選定内容について最終報告し、第 2部の公表に向けての確認を行った。 

 現時点での建物公開イベントコンテンツ調整状況等について報告し、引き続き調整等を

進めるよう意見をいただいた。 

   第 2部 

   （事務局より、平成 26年度の選定について公表し、感想・コメント等をいただいた） 

 選定した建物は、年代、ジャンル等がバラエティに富んでおり、市民の知的好奇心を十

分に満足させられるのではないかと思う。 

 選定に際しては、博物館に保存されている剥製ではなく、現役で使い続けていることに

重きを置いたので、他都市にはない建築のセレクションが出来上がった。 

 大阪市（行政）がセレクトしたということで終わってしまったのでは、魅力的な都市に

はならないので、多くの方々に大阪セレクションを核とした建築物等の魅力に触れてい

ただくことが大切であると考えている。 

 選定プレートは、格好よさや重厚さではなく、‘生きた建築’の意味や物語を伝えるこ

とを考慮したデザインを有識者会議として提案した。 

 建築には、そこで食べたり、飲んだり、見たり、遊んだり、音楽を聴いたり、様々な使



い方があり、大阪でしかできない建築の楽しみ方を発信していければと思う。 

 『生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪』を継続して開催していくためには、大

阪セレクションの所有者や関係者の方々の理解と協力が不可欠である。 

６．配布資料 

第１部 

・なし 

第２部 

・会議次第 

・資料『「生きた建築ミュージアム・大阪セレクション」（平成 26年度分）を選定しました』 

  

※「審議会等の設置及び運営に関する指針」第 7-1-(1)-ア、エに該当するため、第 1部の会議は非公開。第 2部は

すべて公開とする。 

 

担当 

（お問い合わせ先） 

大阪市都市整備局企画部住宅政策課（まちづくり事業企画） 

電話：06-6208-9222 Fax：06-6202-7064 

E-mail：ka0001@city.osaka.lg.jp 

 


